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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ル
シ
フ
ァ
ー

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
３
７
２
Ｒ

【
作
者
名
】

　
蓮
華
永

【
あ
ら
す
じ
】

　　
『
死
の
天
使
』
と
呼
ば
れ
る
少
女
が
居
た
。

ル
シ
フ
ァ
ー

　
其
の
少
女
は
皆
に
嫌
わ
れ
て
い
た
。
故
に
、
少
女
も
皆
を
嫌
っ
た
。

　
だ
が
、
そ
ん
な
少
女
に
気
さ
く
話
し
か
け
る
存
在
が
居
た
。

　
そ
れ
は
、
全
知
全
能
で
あ
る
、
『
死
の
天
使
』
を
創
っ
た
神
で
あ
る
。

ル
シ
フ
ァ
ー
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こ
れ
は
、
『
死
の
天
使
』
と
神
の
赦
さ
れ
な
い
恋
。

ル
シ
フ
ァ
ー
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チ
ャ
プ
タ
ー
?

　
自
分
が
嫌
い
だ
。
そ
れ
以
上
に
自
分
を
創
っ
た
神
が
嫌
い
だ
。

　
『
死
の
天
使
』

ル
シ
フ
ァ
ー

　
ふ
ざ
け
た
名
前
。
冒
涜
に
も
等
し
い
名
前
だ
。

ぼ
う
と
く

　
ふ
わ
り
と
風
に
揺
れ
る
白
金
金
髪
。
其
の
容
姿
と
髪
は
見
目
麗
し
い
も
の
だ

プ
ラ
チ
ナ
ブ
ロ
ン
ド

が
、
瞳
は
禍
々
し
い
血
の
様
な
紅
色
。

　
神
の
最
高
傑
作
と
し
て
名
高
い
『
死
の
天
使
』
。
そ
れ
が
、
彼
女
の
名
前
。

ル
シ
フ
ァ
ー

　
創
造
主
ゼ
ウ
ス

　
彼
は
創
造
し
、
天
使
を
創
り
だ
す
能
力
が
あ
る
。

　
だ
が
、
プ
ラ
ス
を
創
り
続
け
る
の
は
良
く
な
い
と
云
い
、
ゼ
ウ
ス
は
マ
イ
ナ

ス
を
創
り
だ
し
た
。

「
そ
れ
が
・
・
・
ル
シ
フ
ァ
ー
・
・
・
・
・
・
」

私

　
ぼ
そ
っ
と
、
呟
く
。

　
ル
シ
フ
ァ
ー
は
自
分
が
嫌
い
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
上
に
自
分
の
親
で
も
あ

る
主
神
ゼ
ウ
ス
が
嫌
い
だ
。

　
一
度
だ
け
、
造
ら
れ
た
と
き
に
見
た
。

　
忌
々
し
い
。
あ
の
黒
髪
金
眼
の
男
。
何
時
、
殺
そ
う
か
・
・
・
・
・
・
。

　
ル
シ
フ
ァ
ー
は
真
剣
に
考
え
て
し
ま
う
。

「
あ
、
君
は
・
・
・
」

　
突
然
、
声
を
掛
け
ら
れ
た
。
其
の
声
の
方
向
に
、
振
り
向
け
ば
、
忌
々
し
い

嫌
い
な
男
が
立
っ
て
い
た
。

　
神
殿
に
居
る
は
ず
の
男
が
何
故
？
　
と
思
っ
た
が
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
に
や
り

と
哂
っ
て
、
持
っ
て
き
た
ク
リ
ス
タ
ル
の
鎌
を
振
り
上
げ
た
。

　
ド
ス
ッ
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「
危
な
い
な
ー
。
俺
が
創
っ
た
に
せ
よ
、
女
の
子
が
そ
ん
な
も
の
を
持
っ
て
ち

ゃ
駄
目
で
し
ょ
？
」

「
ち
っ
。
避
け
た
な
・
・
・
・
・
・
」

　
ル
シ
フ
ァ
ー
は
自
分
の
身
長
よ
り
も
長
い
鎌
を
地
面
に
叩
き
刺
し
て
い
た
。

そ
れ
は
実
際
目
の
前
の
男
、
ゼ
ウ
ス
に
刺
さ
っ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
。

　
舌
打
ち
を
し
、
そ
れ
を
地
面
か
ら
引
き
抜
き
、
ま
た
ゼ
ウ
ス
を
目
掛
け
て
振

る
。
だ
が
、
そ
れ
も
避
け
ら
れ
る
。

　
ヒ
ュ
ン
ヒ
ュ
ン
ヒ
ュ
ン
ヒ
ュ
ン
ッ

　
何
度
振
り
回
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
は
全
部
避
け
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。

「
あ
れ
ぇ
？
　
も
う
息
切
れ
か
い
？
」

　
ゼ
ウ
ス
は
微
笑
み
な
が
ら
云
う
。
ゼ
ウ
ス
の
云
う
通
り
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
肩

で
息
を
し
て
い
る
。

「
ク
ス
・
・
・
・
・
・
。
可
愛
い
ね
、
流
石
俺
の
最
高
傑
作
だ
・
・
・
」

　
ゼ
ウ
ス
は
そ
う
云
う
と
、
ル
シ
フ
ァ
ー
の
細
い
腕
を
掴
ん
だ
。

「
ッ
・
・
・
・
・
・
！
」

「
髪
、
長
く
て
可
愛
い
の
に
、
そ
の
ま
ま
何
て
・
・
・
勿
体
無
い
な
ー
。
あ
、

俺
が
結
ん
で
あ
げ
よ
っ
か
？
」

　
陽
気
に
話
す
ゼ
ウ
ス
に
苛
立
ち
を
覚
え
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
腕
を
掴
ま
れ
た
ま

ま
、
吠
え
た
。

「
五
月
蝿
い
っ
。
此
の
手
を
離
せ
、
ゼ
ウ
ス
ッ
！
！
」

　
だ
が
、
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。

「
君
は
本
当
に
・
・
・
可
愛
い
な
ぁ
。
流
石
天
使
・
・
・
・
・
・
」

　
ニ
コ
リ
、
と
笑
っ
て
云
う
ゼ
ウ
ス
。

　
天
使
？
　
自
分
が
か
？
　
フ
ザ
ケ
ル
ナ
。
私
は
・
・
・
・
・
・
！

「
ふ
ざ
け
る
な
ッ
！
　
私
は
天
使
で
は
無
い
っ
。
天
使
と
は
名
ば
か
り
！
　
や
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っ
て
い
る
仕
事
は
死
神
と
変
わ
ら
な
い
ッ
！
」

こ
と

　
そ
う
叫
ぶ
と
、
少
し
ゼ
ウ
ス
は
眼
を
瞠
っ
た
。
そ
し
て
、
「
仕
事
・
・
・
？
」

と
呟
い
て
眉
間
に
皺
を
寄
せ
た
。

　
も
し
や
・
・
・
知
ら
な
い
の
か
？
　
此
の
男
は
・
・
・
・
・
・
私
の
仕
事
を
。

「
ね
ぇ
、
ル
シ
フ
ァ
ー
。
君
の
仕
事
っ
て
、
何
？
　
俺
は
君
に
は
役
目
を
授
け

さ
ず

て
い
な
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
？
」

「
ほ
う
、
全
知
全
能
で
あ
る
神
、
ゼ
ウ
ス
が
知
ら
な
い
と
は
・
・
・
・
・
・
。

私
の
仕
事
は
一
つ
。
『
穢
れ
た
魂
の
回
収
』
、
だ
」

「
な
、
に
・
・
・
そ
れ
・
・
・
・
・
・
」

　
是
は
面
白
い
。
そ
う
云
い
た
そ
う
に
ル
シ
フ
ァ
ー
は
哂
っ
た
。
だ
が
、
其
の

笑
い
方
が
気
に
入
ら
な
い
様
子
の
ゼ
ウ
ス
は
顔
を
顰
め
た
。

「
俺
は
、
面
白
く
な
い
ん
だ
け
ど
。
大
体
、
其
の
仕
事
は
誰
に
云
わ
れ
て
や
っ

て
る
の
？
」

「
お
前
の
息
子
だ
」

　
ゼ
ウ
ス
黙
っ
た
、
数
十
分
位
。
そ
の
間
も
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
面
白
そ
う
に
笑

っ
て
い
た
。

「
太
陽
神
・
・
・
ア
ポ
ロ
ン
の
事
か
い
・
・
・
・
・
・
？
」

「
そ
う
だ
。
だ
が
、
実
際
は
あ
い
つ
も
お
前
が
創
っ
た
者
だ
ろ
う
？
」

「
う
ん
、
そ
う
だ
よ
。
だ
か
ら
、
君
も
俺
の
娘
み
た
い
な
も
の
だ
け
ど
ね
・
・
・

」「
ふ
ん
、
虫
酸
が
走
る
」

　
ル
シ
フ
ァ
ー
は
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
云
っ
た
。
自
分
が
此
の
男
の
娘
だ
と
考

え
た
く
な
い
の
だ
ろ
う
。
ゼ
ウ
ス
は
残
念
と
云
い
、
肩
を
竦
め
た
。

「
取
り
敢
え
ず
、
俺
が
そ
ん
な
事
を
止
め
る
様
、
云
っ
て
お
く
よ
」

「
は
？
　
厭
よ
。
や
り
が
い
が
あ
る
も
の
。
大
体
、
あ
ん
た
、
権
力
行
使
し
て

ん
じ
ゃ
な
い
わ
よ
」

「
・
・
・
な
ん
か
さ
っ
き
云
っ
て
た
事
と
全
然
違
う
・
・
・
・
・
・
」

「
は
ぁ
？
　
何
云
っ
て
ん
の
。
私
は
別
に
止
め
た
い
だ
な
ん
て
、
云
っ
て
な
い
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じ
ゃ
な
い
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
と
う
と
う
ゼ
ウ
ス
は
黙
っ
た
。
本
気
で
黙
っ
た
。

「
黙
る
の
は
い
い
ん
だ
け
ど
、
此
の
手
。
い
い
加
減
離
し
て
く
れ
な
い
？
」

「
厭
だ
」

　
即
答
だ
っ
た
。
今
ま
で
黙
っ
て
い
た
の
に
。

「
・
・
・
そ
う
だ
。
ア
ポ
ロ
ン
を
殺
そ
う
」

「
あ
ん
た
何
考
え
て
ん
の
よ
！
！
」

　
い
き
な
り
の
発
想
に
つ
い
、
突
っ
込
む
ル
シ
フ
ァ
ー
。
ゼ
ウ
ス
の
表
情
は
拗

ね
た
子
供
様
だ
っ
た
。
何
故
だ
か
そ
う
云
う
所
は
可
愛
い
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
だ
っ
て
、
君
に
そ
ん
な
残
酷
な
仕
事
を
与
え
る
か
ら
・
・
・
・
・
・
」

「
貴
方
の
方
が
残
酷
よ
」

　
そ
れ
は
、
常
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
。

　
彼
は
、
天
使
を
創
っ
て
も
、
自
分
で
管
理
し
な
い
。
そ
れ
が
、
堕
天
使
と
な

り
、
消
滅
し
て
い
く
こ
と
も
多
々
あ
る
。
そ
れ
を
回
収
す
る
の
が
ル
シ
フ
ァ
ー

の
仕
事
だ
。

　
本
当
に
残
酷
で
美
し
い
の
は
彼
だ
ろ
う
。
彼
ほ
ど
残
酷
な
者
は
居
な
い
だ
ろ

う
。

「
俺
が
・
・
・
残
酷
、
ね
え
・
・
・
・
・
・
」

　
ニ
ヤ
ニ
ヤ
と
ゼ
ウ
ス
は
哂
う
。
面
白
そ
う
な
顔
だ
。

「
俺
は
創
造
主
。
何
を
創
っ
て
、
何
を
ど
う
す
る
か
は
、
こ
っ
ち
の
勝
手
。
そ

し
て
、
其
れ
を
ダ
メ
に
し
て
る
の
は
人
間
の
心
だ
」

「
こ
、
こ
ろ
・
・
・
・
・
・
？
」

　
聞
き
返
せ
ば
、
ゼ
ウ
ス
は
頷
く
。
そ
し
て
、
話
を
続
け
た
。

「
天
使
の
善
悪
は
人
間
の
心
で
決
ま
る
。
対
象
と
な
る
人
間
の
心
が
闇
に
染
ま

れ
ば
、
そ
の
天
使
も
闇
に
染
ま
り
堕
天
使
に
な
る
。
そ
う
い
う
ル
ー
プ
な
ん
だ

よ
」

　
ふ
っ
と
、
微
笑
む
。
そ
の
微
笑
み
は
何
か
、
寂
し
さ
を
感
じ
た
。

「
・
・
・
貴
方
は
・
・
・
・
・
・
何
故
天
使
を
創
る
の
・
・
・
？
　
プ
ラ
ス
を

創
り
続
け
れ
ば
、
私
の
様
な
マ
イ
ナ
ス
が
ま
た
必
要
と
な
る
じ
ゃ
な
い
・
・
・
・
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・
・
！
」

　
そ
う
云
え
ば
、
ゼ
ウ
ス
は
少
し
眼
を
見
開
き
、
笑
っ
た
。

「
君
は
・
・
・
優
し
い
ん
だ
ね
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
ッ
！
？
　
フ
ザ
ケ
ナ
イ
で
！
！
　
私
が
優
し
い
っ
！
？
　
あ
ん
た
の

脳
腐
っ
て
ん
じ
ゃ
な
い
ッ
！
！
？
」

「
物
凄
い
云
わ
れ
よ
う
だ
な
ー
」

　
ケ
ラ
ケ
ラ
と
、
陽
気
に
云
う
。

　
こ
い
つ
・
・
・
！
　
調
子
が
狂
う
ッ

「
ゼ
ウ
ス
ッ
、
こ
ん
な
所
に
居
た
の
か
・
・
・
！
？
　
っ
て
、
ル
シ
フ
ァ
ー
・
・

・
お
前
、
ゼ
ウ
ス
と
何
故
一
緒
に
居
る
・
・
・
・
・
・
？
」

「
捕
ま
っ
た
の
。
そ
れ
で
、
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
斬
り
か
か
っ
た
ら
、
こ
う

な
っ
た
」

　
正
直
に
云
う
と
、
ア
ポ
ロ
ン
の
目
尻
が
釣
り
上
っ
た
。

「
斬
り
か
か
っ
た
・
・
・
？
　
お
前
、
ゼ
ウ
ス
に
か
・
・
・
？
」

「
え
え
、
そ
れ
以
外
に
誰
が
居
る
と
云
う
の
よ
」

　
ル
シ
フ
ァ
ー
は
挑
発
を
し
、
悪
辣
に
笑
う
。
此
の
男
は
ゼ
ウ
ス
を
敬
愛
し
て

お
り
、
ゼ
ウ
ス
に
害
を
な
す
者
を
赦
さ
な
い
。
其
れ
を
判
っ
て
い
て
の
言
葉
だ
。

「
貴
様
、
万
死
に
値
す
る
ぞ
・
・
・
ッ
！
」

「
殺
し
た
い
な
ら
殺
せ
ば
い
い
わ
。
私
は
別
に
死
ん
で
も
構
わ
な
い
し
」

「
ッ
！
？
」
　

　
ル
シ
フ
ァ
ー
の
発
言
に
驚
く
ゼ
ウ
ス
。
何
故
？
　
と
思
っ
た
が
ど
う
で
も
い

い
。

　
ア
ポ
ロ
ン
が
剣
を
振
り
か
ざ
す
。

　
キ
ン
ッ

　
金
属
同
士
が
擦
り
合
う
音
が
耳
に
響
く
。

「
・
・
・
は
・
・
・
・
・
・
？
」
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「
ゼ
、
ウ
ス
・
・
・
・
・
・
？
」

　
ア
ポ
ロ
ン
の
剣
を
受
け
止
め
た
の
は
ゼ
ウ
ス
だ
っ
た
。
瞬
間
的
に
剣
を
創
り

だ
し
た
の
だ
。

「
そ
う
や
っ
て
・
・
・
無
意
味
に
剣
を
振
り
か
ざ
す
の
は
、
よ
く
な
い
な
ー
・
・

・
。
ね
、
ア
ポ
ロ
ン
」

　
ニ
ッ
コ
リ
と
笑
う
が
、
眼
は
笑
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ル
シ
フ
ァ
ー
は
少
し
恐

ろ
し
い
と
思
っ
た
。

　
一
方
ア
ポ
ロ
ン
は
、
ゼ
ウ
ス
に
対
し
て
剣
先
を
向
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
、

罪
悪
感
、
自
己
嫌
悪
に
陥
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
ほ
ど
に
ゼ
ウ
ス
を
尊
敬
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
済
み
、
ま
せ
ん
・
・
・
済
み
ま
せ
ん
ゼ
ウ
ス
ッ
！
！
　
お
怪
我
は
！
？
　
大

丈
夫
で
す
か
！
？
」

「
大
丈
夫
。
取
り
敢
え
ず
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
俺
の
お
気
に
入
り
だ
か
ら
、
何
も

此
の
子

し
な
い
事
」

　
ゼ
ウ
ス
は
先
ほ
ど
よ
り
楽
し
そ
う
笑
い
な
が
ら
云
う
。
ア
ポ
ロ
ン
は
少
し
ル

シ
フ
ァ
ー
を
睨
ん
で
か
ら
返
事
を
し
た
。

「
い
い
気
味
・
・
・
！
」

　
ぼ
そ
っ
と
呟
く
ル
シ
フ
ァ
ー
。
そ
れ
は
勿
論
ア
ポ
ロ
ン
に
は
届
い
て
い
な
い
。

が
、
ゼ
ウ
ス
に
は
届
い
て
い
た
。
そ
れ
を
知
ら
ず
に
ル
シ
フ
ァ
ー
は
悪
辣
に
笑

う
。

「
失
礼
し
ま
す
、
ゼ
ウ
ス
・
・
・
・
・
・
」

　
去
る
時
に
も
、
ア
ポ
ロ
ン
は
ル
シ
フ
ァ
ー
を
睨
ん
で
い
た
。

　
ア
ポ
ロ
ン
が
去
っ
た
後
、
ゼ
ウ
ス
は
ル
シ
フ
ァ
ー
に
振
り
返
っ
た
。
其
の
瞳

は
、
少
し
怒
っ
て
い
る
。

「
・
・
・
何
？
　
私
、
こ
の
後
仕
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど
・
・
・
・
・
・
」

「
君
は
・
・
・
死
に
た
い
の
？
」

　
質
問
を
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
ル
シ
フ
ァ
ー
は
眼
を
瞠
っ
た
。
さ
っ

き
の
発
言
の
事
か
。

「
え
え
、
死
に
た
い
わ
。
だ
っ
て
、
生
き
て
る
意
味
が
な
い
も
の
・
・
・
生
き

て
い
る
、
意
味
を
、
感
覚
を
、
見
い
だ
せ
な
い
・
・
・
・
・
・
」
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少
し
、
悲
し
げ
に
眼
を
伏
せ
る
。

「
じ
ゃ
ぁ
、
探
そ
う
」

　
楽
し
げ
な
、
ゼ
ウ
ス
の
声
。
そ
の
言
葉
に
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
顔
を
上
げ
る
。

そ
の
微
笑
み
に
、
少
し
胸
が
高
鳴
る
。

「
君
の
、
存
在
意
義
を
・
・
・
生
き
て
い
る
意
味
を
・
・
・
・
・
・
俺
と
、
共

に
・
・
・
・
・
・
」

　
す
っ
と
、
ゼ
ウ
ス
が
手
を
差
し
出
す
。
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は

そ
の
手
を
と
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
神
と
天
使
の
赦
さ
れ
な
い
、
短
い
恋
の
話
―
―
―
―
。
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チ
ャ
プ
タ
ー
?
（
後
書
き
）

長
く
て
済
み
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
是
、
多
分
次
ぐ
ら
い
に
終
わ
る
短
編
み
た
い
な
も
の
な
ん
で
す
よ
ね

ー
。
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チ
ャ
プ
タ
ー
?

「
ね
ー
え
、
ル
シ
フ
ァ
ー
！
　
仕
事
、
本
当
に
行
く
の
ー
？
」

　
ゼ
ウ
ス
が
声
を
上
げ
る
。
ゼ
ウ
ス
の
前
方
に
は
大
鎌
を
持
っ
た
ル
シ
フ
ァ
ー

が
居
る
。
最
初
は
其
の
声
に
無
視
し
て
い
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
堪
忍
袋
の
緒
が
切

れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

「
ね
ー
、
ル
シ
フ
ァ
ー
ッ
。
聞
こ
え
て
る
ん
で
し
ょ
ー
？
」

「
ッ
、
う
っ
さ
い
わ
ぁ
！
！
！
！
！
」

　
ル
シ
フ
ァ
ー
は
と
う
と
う
キ
レ
、
大
鎌
を
振
る
。

「
お
っ
と
・
・
・
！
　
危
な
い
な
ー
、
当
た
っ
た
ら
ど
う
す
ん
の
さ
・
・
・
！
」

「
当
て
る
気
で
振
り
ま
わ
し
て
ん
、
の
っ
！
！
」

　
ま
た
振
る
が
、
や
は
り
当
た
ら
な
い
。

「
こ
れ
以
上
無
駄
口
叩
く
な
ら
、
つ
い
て
こ
な
い
で
ッ
。
う
ざ
っ
た
い
の
よ
！
」

「
は
ー
い
」

　
片
手
を
あ
げ
、
ふ
ざ
け
半
分
で
返
答
す
る
ゼ
ウ
ス
を
尻
目
に
見
て
、
ル
シ
フ

ァ
ー
は
ま
た
歩
き
出
す
。

　
今
ル
シ
フ
ァ
ー
達
が
歩
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
天
界
の
ス
ラ
ム
街
に
あ
た
る

場
所
だ
。
ま
さ
か
、
此
処
に
出
向
く
こ
と
に
な
る
と
は
、
流
石
の
ゼ
ウ
ス
も
思

わ
な
か
っ
た
。

　
此
処
は
・
・
・
負
の
感
情
が
交
差
し
て
い
る
な
・
・
・
・
・
・
。
こ
ん
な
と

こ
ろ
で
ル
シ
フ
ァ
ー
が
働
い
て
い
る
な
ん
て
・
・
・
・
・
・
！

　
ゼ
ウ
ス
は
目
の
前
を
歩
く
少
女
を
見
る
。
綺
麗
な
白
金
金
髪
が
ル
シ
フ
ァ
ー

プ
ラ
チ
ナ
ブ
ロ
ン
ド

が
動
く
た
び
に
揺
れ
る
。

「
ね
ぇ
」
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「
刺
す
わ
よ
？
」

「
そ
の
髪
、
仕
事
し
た
と
き
に
、
返
り
血
と
か
浴
び
な
い
の
？
　
俺
達
に
も
血

は
あ
る
訳
だ
し
」

「
浴
び
る
わ
よ
、
そ
り
ゃ
ぁ
ね
。
そ
れ
よ
り
、
刺
す
わ
よ
？
」

「
こ
れ
以
上
喋
ら
な
い
か
ら
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
フ
ン
」

　
二
人
は
ま
た
黙
る
。

　
あ
の
髪
が
、
紅
色
に
染
ま
る
の
か
・
・
・
・
・
・
。
見
た
く
な
い
な
ー
・
・
・

。　
そ
う
い
え
ば
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
綺
麗
な
純
白
の
服
を
着
て
い
る
。
そ
れ
も
、

血
に
染
ま
る
の
だ
ろ
う
か
？

「
髪
は
・
・
・
・
・
・
後
ろ
を
向
い
た
と
き
に
、
付
く
の
。
だ
か
ら
・
・
・
・
・

・
服
に
付
く
事
は
、
無
い
」

「
後
ろ
？
」

　
つ
い
、
聞
き
返
す
。
だ
が
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
そ
の
ま
ま
続
け
た
。

「
そ
う
、
斬
っ
て
す
ぐ
は
、
綺
麗
に
斬
る
か
ら
、
す
ぐ
に
は
血
は
吹
き
出
な
い

の
、
だ
け
ど
、
首
が
落
ち
た
ら
、
血
が
出
る
か
ら
・
・
・
そ
れ
が
付
い
た
り
す

る
の
」

　
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
だ
が
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
そ
れ
を
云
い
、
す
ぐ
に
ま
た
黙
っ

た
。
だ
が
、
ゼ
ウ
ス
は
嬉
し
か
っ
た
。
少
し
だ
が
、
ル
シ
フ
ァ
ー
が
自
分
の
事

を
云
っ
て
く
れ
た
事
に
。

　
黙
々
と
歩
い
て
い
く
と
、
ル
シ
フ
ァ
ー
が
ピ
タ
ッ
と
止
ま
っ
た
。

「
？
　
此
処
・
・
・
？
」

　
返
答
す
る
事
無
く
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
ま
た
歩
き
出
し
、
途
中
の
曲
が
り
角
を

ま
が
り
、
一
つ
の
牢
屋
の
前
に
来
た
。

「
・
・
・
粛
清
に
来
た
。
堕
天
使
は
出
て
来
い
」

　
そ
う
、
静
か
に
云
う
と
、
一
人
が
ふ
ら
り
と
牢
を
開
け
て
出
て
き
た
。

「
ゼ
ウ
、
ス
・
・
・
様
・
・
・
・
・
・
？
　
何
故
、
こ
の
よ
う
な
・
・
・
・
・
・
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？
」

「
ん
？
　
ち
ゃ
ん
と
自
我
が
あ
る
ん
だ
・
・
・
・
・
・
、
へ
ぇ
ー
」

　
感
心
し
た
よ
う
に
頷
く
ゼ
ウ
ス
。
少
し
其
の
瞳
が
楽
し
そ
う
で
あ
る
。

「
ゼ
ウ
ス
、
少
し
下
が
っ
て
い
ろ
。
返
り
血
を
浴
び
る
ぞ
」

　
ぐ
い
、
と
腕
で
ゼ
ウ
ス
を
後
方
に
避
け
て
か
ら
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
鎌
を
持
ち

直
し
、
堕
天
使
と
向
き
な
お
す
。

「
安
ら
か
に
、
お
眠
り
下
さ
い
・
・
・
・
・
・
」

　
ぽ
そ
っ
と
、
祈
り
を
捧
げ
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
鎌
を
振
り
上
げ
た
。

　
ザ
シ
ュ
ッ

　
く
る
り
と
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
後
ろ
を
振
り
向
く
。
そ
の
時
、
一
気
に
血
が
噴

き
出
し
た
。

　
ビ
チ
ャ
ビ
チ
ャ
ッ

　
案
の
定
、
ル
シ
フ
ァ
ー
の
髪
に
は
大
量
の
血
が
付
い
た
。

「
ゼ
ウ
ス
、
終
わ
っ
た
わ
。
帰
る
わ
よ
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
返
事
が
無
い
の
を
、
訝
し
げ
に
思
い
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
ゼ
ウ
ス
の
顔
を
の
ぞ

く
。

　
あ
、
涙
目
・
・
・
・
・
・
。

　
ふ
と
、
ル
シ
フ
ァ
ー
の
瞳
に
涙
が
た
ま
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
ゼ
ウ
ス
。

「
泣
き
た
い
な
ら
・
・
・
・
・
・
」

　
ぴ
く
、
と
ル
シ
フ
ァ
ー
が
反
応
す
る
。

「
泣
き
た
い
な
ら
・
・
・
泣
い
て
い
い
ん
だ
よ
・
・
・
・
・
・
？
　
ル
シ
フ
ァ

ー
」

「
は
？
　
何
云
っ
て
ん
の
よ
・
・
・
？
　
泣
く
？
　
私
は
一
度
も
・
・
・
・
・
・
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」　
途
中
で
言
葉
が
切
れ
る
。
ほ
ろ
り
ほ
ろ
り
と
、
一
筋
の
涙
が
流
れ
る
。

「
怖
い
の
よ
・
・
・
呪
わ
れ
し
魂
の
・
・
・
私
が
、
堕
天
使
を
裁
く
と
云
う
の

が
・
・
・
・
・
・
！
　
何
で
？
　
本
当
に
裁
か
れ
る
の
は
、
私
よ
ッ
！
　
だ
か

ら
、
祈
り
を
捧
げ
る
の
・
・
・
・
・
・
最
後
に
」

　
安
ら
か
に
、
永
遠
の
安
寧
が
護
ら
れ
る
よ
う
に
―
―
―
―
。

　
其
の
ま
ま
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
大
声
を
出
し
て
泣
き
だ
し
た
。

「
・
・
・
・
・
・
小
さ
い
・
・
・
」

　
ル
シ
フ
ァ
ー
は
余
り
に
も
、
小
さ
い
。
震
え
る
小
さ
な
肢
体
を
ゼ
ウ
ス
は
力

任
せ
に
抱
き
し
め
る
。

「
ル
シ
フ
ァ
ー
・
・
・
・
・
・
キ
ミ
は
・
・
・
」

　
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
に
耐
え
れ
る
の
？
　

　
其
処
ま
で
し
て
、
何
故
耐
え
る
。
耐
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

「
そ
ん
な
・
・
・
重
荷
を
背
負
っ
て
、
君
に
メ
リ
ッ
ト
が
有
る
の
か
・
・
・
・
・

・
？
」

　
こ
ん
な
に
も
、
耐
え
て
、
堪
え
て
、
溜
め
込
ん
で
、
背
負
い
込
ん
で
。
そ
れ

を
す
る
必
要
は
、
有
る
の
か
？

「
ね
ぇ
、
ル
シ
フ
ァ
ー
・
・
・
・
・
・
」

　
君
を
、
愛
し
く
思
う
の
は
、
変
な
こ
と
か
な
―
―
―
―
？

　
其
の
ま
ま
、
ゼ
ウ
ス
は
天
を
仰
い
だ
。

　
あ
あ
、
陽
は
見
え
な
い
の
か
―
―
―
―
―
―
。
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「
ね
ー
ぇ
、
ル
シ
フ
ァ
ー
？
　
何
い
じ
け
て
ん
の
ー
？
」

「
い
じ
け
て
な
い
わ
よ
！
　
喋
ん
じ
ゃ
な
い
わ
よ
ッ
！
」

　
に
ま
に
ま
と
笑
い
な
が
ら
問
え
ば
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
顔
を
紅
く
し
な
が
ら
吠

え
て
き
た
。

　
さ
っ
き
、
俺
に
泣
き
顔
を
見
ら
れ
た
か
ら
か
な
・
・
・
？
　
た
の
し
ー
！
！

　
ル
シ
フ
ァ
ー
の
瞳
は
元
が
紅
色
だ
か
ら
目
立
た
な
い
が
、
ま
じ
ま
じ
と
見
れ

ば
白
眼
が
赤
く
な
っ
て
い
る
の
が
判
る
。

「
眼
」

　
ビ
ク
ッ

　
過
剰
反
応
し
て
し
ま
い
、
少
し
う
ろ
た
え
る
ル
シ
フ
ァ
ー
。

「
後
で
、
冷
や
し
て
、
温
め
よ
う
ね
」

「
～
～
～
～
～
～
～
～
・
・
・
・
・
・
！
！
　
結
構
よ
ッ
！
」

　
ル
シ
フ
ァ
ー
は
吠
え
て
す
ぐ
に
、
背
中
か
ら
何
か
を
出
し
た
。

　
そ
れ
は
、
鮮
や
か
な
淡
い
紅
色
の
翼
。
ル
シ
フ
ァ
ー
の
白
金
金
髪
に
よ
く
映

プ
ラ
チ
ナ
ブ
ロ
ン
ド

え
る
。

「
綺
麗
・
・
・
・
・
・
」

「
私
ッ
、
先
に
帰
る
か
ら
ッ
ッ
！
」

「
あ
」

　
ば
さ
、
と
音
を
立
て
て
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
天
へ
と
舞
い
あ
が
り
、
飛
ん
で
い

く
。

「
ま
っ
た
く
」

　
薄
く
苦
笑
し
な
が
ら
、
ゼ
ウ
ス
は
瞳
を
閉
じ
、
前
の
め
り
に
な
る
。
す
る
と
、

淡
い
碧
色
の
翼
が
生
え
て
く
る
。
羽
根
の
数
は
片
方
ず
つ
に
３
枚
で
、
計
６
枚
。

「
久
し
ぶ
り
に
だ
し
た
な
、
こ
れ
・
・
・
・
・
・
」

　
実
際
は
邪
魔
で
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
翼
を
も
っ
て
い
る
者
は
普
段
は
隠
し
て
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い
る
。

　
音
を
た
て
な
が
ら
、
ゼ
ウ
ス
は
ル
シ
フ
ァ
ー
の
後
を
追
う
。

「
っ
と
。
さ
て
、
何
処
に
行
っ
た
か
な
ー
？
」

　
着
地
し
て
す
ぐ
に
、
ゼ
ウ
ス
は
笑
い
な
が
ら
ル
シ
フ
ァ
ー
を
探
す
。

「
？
　
ゼ
ウ
ス
様
？
　
何
故
、
此
処
に
・
・
・
・
・
・
？
」

　
声
を
掛
け
ら
れ
た
。
声
で
そ
れ
が
ル
シ
フ
ァ
ー
じ
ゃ
無
い
こ
と
が
判
る
。
ゼ

ウ
ス
は
冷
静
に
振
り
返
り
、
相
手
を
見
た
。

「
ア
ル
テ
ミ
ス
、
久
し
ぶ
り
。
ち
ょ
ー
っ
と
、
お
出
か
け
し
て
た
ん
だ
」

　
ニ
ッ
コ
リ
と
笑
っ
て
云
え
ば
、
ア
ル
テ
ミ
ス
は
眉
を
ひ
そ
め
る
。

「
・
・
・
主
神
し
て
の
仕
事
は
し
て
い
る
の
で
す
か
・
・
・
・
・
・
？
」

「
ほ
っ
ぽ
り
出
し
て
き
た
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
ま
た
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
て
云
え
ば
、
今
度
は
眉
間
の
皺
が
増
え
た
。

「
い
い
加
減
に
・
・
・
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
？
　
ゼ
ウ
ス
様
・
・
・
・
・
・
！
」

「
俺
は
俺
の
や
る
べ
き
こ
と
を
し
て
い
る
。
お
前
等
如
き
に
制
限
さ
れ
る
い
わ

れ
は
無
い
」

　
冷
た
く
言
い
放
て
ば
、
ア
ル
テ
ミ
ス
は
黙
り
こ
む
。
少
し
苛
々
し
な
が
ら
ゼ

ウ
ス
は
ま
た
ル
シ
フ
ァ
ー
を
探
し
出
す
。

「
ア
ル
テ
ミ
ス
、
ル
シ
フ
ァ
ー
を
見
つ
け
た
ら
、
云
っ
て
。
白
金
金
髪
の
女
の

プ
ラ
チ
ナ
ブ
ロ
ン
ド

子
ね
」

「
・
・
・
『
死
の
天
使
・
・
・
・
・
・
？
　
何
故
？
」

ル
シ
フ
ァ
ー

「
口
応
え
は
赦
さ
な
い
。
云
う
通
り
に
し
な
さ
い
」

　
再
び
冷
た
く
云
え
ば
、
ア
ル
テ
ミ
ス
は
黙
っ
て
跪
い
た
。

「
御
意
に
、
我
が
主
」

　
ゼ
ウ
ス
は
そ
れ
を
尻
目
に
見
て
、
歩
き
出
し
た
。

「
―
―
―
―
―
―
」
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微
か
に
だ
が
、
歌
声
が
聴
こ
え
て
き
た
。

「
・
・
・
？
　
歌
・
・
・
・
・
・
？
　
何
処
か
ら
？
」

　
耳
を
頼
り
に
そ
の
歌
声
が
響
い
て
く
る
方
へ
行
く
。

　
近
付
く
と
、
歌
が
は
っ
き
り
聴
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
ア
ヴ
ェ
 

マ
リ
ア
　
わ
が
君
　
野
の
果
て
に
嘆
か
う
　
乙
女
が
祈
り
を
　
あ

わ
れ
と
聞
か
せ
た
ま
え
　
み
も
と
に
安
ら
け
く
眠
ら
し
た
ま
え
・
・
・

「
？
　
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
・
・
・
・
・
・
？
」

　
風
が
突
然
吹
き
荒
れ
る
。

「
―
―
―
―
ッ
・
・
・
・
・
・
・
！
！
」

　
真
正
面
を
見
れ
ば
、
其
処
に
は
出
て
き
た
陽
の
光
に
照
ら
さ
れ
、
唄
う
一
人

の
天
使
が
居
た
。

「
ル
シ
フ
ァ
ー
・
・
・
・
・
・
」

　　
そ
の
姿
は
、
天
の
申
し
子
の
如
く
、
輝
か
し
い
天
使
。
紅
色
の
翼
を
広
げ
、

唄
う
。

「
君
は
・
・
・
・
・
・
」

　
『
死
の
天
使
』
な
ん
か
じ
ゃ
無
い
。

　
君
は

　
『
光
の
天
使
』
だ
―
―
―
―
―
―
。
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チ
ャ
プ
タ
ー
?

　
気
付
い
た
ら
、
す
ぐ
傍
に
ゼ
ウ
ス
が
立
っ
て
い
て
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
吃
驚
し

た
。

「
な
・
・
・
・
・
！
！
　
居
た
ん
な
ら
声
を
掛
け
な
さ
い
よ
ッ
。
驚
い
た
じ
ゃ

な
い
ッ
！
」

　　
き
、
聞
か
れ
た
・
・
・
・
・
・
ッ
！

　
恥
で
顔
が
赤
く
な
る
。
今
の
今
ま
で
、
歌
を
聴
か
れ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
。

「
綺
麗
、
だ
な
・
・
・
・
・
・
ル
シ
フ
ァ
ー
。
君
は
、
君
の
何
処
が
、
『
死
の

天
使
』
な
ん
だ
い
？
　
と
て
も
・
・
・
綺
麗
じ
ゃ
な
い
か
・
・
・
・
・
・
」

　
そ
う
云
っ
て
、
ゼ
ウ
ス
は
愛
お
し
げ
に
ル
シ
フ
ァ
ー
の
髪
を
梳
く
。
び
く
り
、

と
ル
シ
フ
ァ
ー
は
肩
を
震
わ
せ
、
そ
の
手
を
受
け
入
れ
た
。

　
ど
う
し
て
・
・
・
安
ら
ぐ
ん
だ
ろ
う
・
・
・
・
・
・
。

　
こ
う
し
て
、
ゼ
ウ
ス
に
触
ら
れ
て
い
る
と
、
落
ち
着
く
。
今
ま
で
の
、
醜
い

気
持
ち
が
、
感
情
が
和
ら
い
で
い
く
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

　
ル
シ
フ
ァ
ー
は
顔
を
あ
げ
、
ゼ
ウ
ス
を
見
つ
め
る
。

　
す
っ
と
、
手
を
伸
ば
し
、
ゼ
ウ
ス
の
髪
に
触
れ
る
。
そ
の
と
き
―
―
―
―
。

「
そ
の
手
を
離
せ
っ
、
『
死
の
天
使
』
っ
」

　
誰
か
の
叫
び
声
が
、
響
く
。
そ
れ
は
、
ア
ポ
ロ
ン
の
声
だ
。

「
ゼ
ウ
ス
、
そ
の
物
か
ら
離
れ
ろ
。
そ
い
つ
は
、
“
咎
人
”
だ
」

「
っ
！
？
　
は
ぁ
！
？
」
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ゼ
ウ
ス
は
素
っ
頓
狂
な
声
を
あ
げ
る
が
、
当
の
ル
シ
フ
ァ
ー
は
溜
息
を
吐
き
、

ゼ
ウ
ス
か
ら
離
れ
た
。

「
だ
ろ
う
と
・
・
・
思
っ
た
わ
。
私
が
、
貴
方
の
傍
に
居
て
い
い
は
ず
な
い
も

の
」

「
ル
シ
フ
ァ
ー
？
」

　
呼
び
か
け
る
が
、
そ
れ
を
無
視
し
て
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
ア
ポ
ロ
ン
に
近
付
く
。

　
私
な
ん
か
が
、
ゼ
ウ
ス
の
傍
に
居
れ
る
わ
け
が
な
い
わ
よ
・
・
・
・
・
・
そ

れ
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
・
・
・
・
・
・
。

　
ふ
っ
と
、
淡
く
、
微
笑
み
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
ゼ
ウ
ス
を
振
り
か
え
る
。

「
た
っ
た
・
・
・
・
・
・
た
っ
た
、
２
日
だ
け
だ
っ
た
け
ど
・
・
・
・
・
・
私
、

貴
方
を
知
れ
て
、
よ
か
っ
た
」

「
ル
シ
フ
ァ
ー
？
　
そ
れ
は
、
ど
う
い
う
・
・
・
・
・
・
」

　
意
味
？
　
と
聞
く
前
に
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
云
う
。

「
愛
し
い
と
、
思
っ
た
。
貴
方
の
事
を
、
好
き
に
、
な
っ
た
・
・
・
・
・
・
こ

れ
は
、
赦
さ
れ
な
い
の
。
不
敬
罪
よ
。
そ
の
前
に
、
私
な
ん
か
が
、
貴
方
の
傍

に
居
て
は
、
い
け
な
い
」

　
ゼ
ウ
ス
は
目
を
瞠
る
。
ル
シ
フ
ァ
ー
の
笑
顔
を
、
初
め
て
見
た
。
そ
れ
は
、

誰
よ
り
も
美
し
か
っ
た
。

「
さ
よ
な
ら
、
ゼ
ウ
ス
・
・
・
・
・
・
愛
し
て
、
い
た
か
っ
た
・
・
・
も
う
少

し
、
落
ち
着
い
て
、
云
い
た
か
っ
た
・
・
・
・
・
・
」

　
そ
れ
と
同
時
に
、
ア
ポ
ロ
ン
は
浄
化
を
司
る
剣
、
《
氷
翠
》
を
振
り
か
ざ
し
、

ひ
ょ
う
す
い

ル
シ
フ
ァ
ー
を
斬
っ
た
。

「
っ
・
・
・
、
ル
シ
フ
ァ
―
―
―
―
―
―
っ
！
！
」
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最
後
の
叫
び
に
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
微
笑
ん
で
、
消
え
て
逝
っ
た
。

「
ル
シ
、
フ
ァ
ー
・
・
・
・
・
・
」

　
ど
う
し
て
、
君
は
、
そ
ん
な
に
も
勝
手
な
ん
だ
。
自
分
の
云
い
た
い
こ
と
だ

け
云
っ
て
、
俺
の
傍
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
ん
だ
。

「
俺
の
気
持
ち
も
、
伝
え
さ
せ
て
、
く
れ
よ
・
・
・
・
・
・
」

　
ル
シ
フ
ァ
ー
、
俺
は
、
君
を
、
好
き
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
も
う
二
度
と
、

創
造
し
な
い
と
、
誓
う
―
―
―
―
。

　
あ
れ
か
ら
、
幾
歳
の
月
日
が
流
れ
た
。

　
ゼ
ウ
ス
は
、
こ
の
永
遠
に
等
し
い
日
々
を
、
た
だ
呆
然
と
過
ご
し
て
い
た
。

「
ル
シ
フ
ァ
ー
・
・
・
・
・
・
」

　
時
折
、
何
か
を
呟
い
て
は
、
ま
た
黙
る
。

　
風
が
、
吹
く
。

　
―
―
ゼ
ウ
ス
、
ゼ
ウ
ス

　
は
っ
と
、
空
を
仰
ぎ
、
立
ち
あ
が
る
。

　
目
の
前
に
は
、
淡
い
光
に
包
ま
れ
た
ル
シ
フ
ァ
ー
が
立
っ
て
る
。

「
ル
シ
フ
ァ
ー
・
・
・
！
　
ル
シ
フ
ァ
ー
、
居
た
ん
、
だ
ね
・
・
・
・
・
・
」

　
最
後
は
、
涙
で
滲
む
。
そ
れ
で
も
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
笑
っ
て
い
る
。

　　
―
―
ゼ
ウ
ス
、
御
免
な
さ
い
、
貴
方
を
一
人
に
し
て
し
ま
っ
て
・
・
・
・
・
・

。
で
も
、
私
は
、
ず
っ
と
貴
方
の
傍
に
居
る
か
ら
・
・
・
・
・
・
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泣
か
な
い
で
、
と
ル
シ
フ
ァ
ー
は
云
う
。
だ
が
、
そ
れ
は
無
理
だ
。
最
愛
の

君
を
失
く
し
、
泣
か
な
い
方
可
笑
し
い
。

「
ル
シ
フ
ァ
ー
、
逝
か
な
い
で
。
俺
の
、
傍
か
ら
離
れ
な
い
で
―
―
―
―
っ
」

　
懇
願
す
る
が
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
首
を
横
に
振
る
。

　
―
―
無
理
よ
、
私
は
、
魂
し
か
な
い
。
身
体
は
浄
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、

こ
こ
に
は
、
長
時
間
留
ま
っ
て
居
ら
れ
な
い
の

「
じ
ゃ
、
あ
・
・
・
形
代
を
、
創
る
か
ら
・
・
・
！
　
だ
か
ら
、
俺
の
傍
か
ら
・

・
・
・
・
・
」

　
だ
け
ど
、
云
い
終
わ
る
前
に
、
ル
シ
フ
ァ
ー
は
消
え
た
。

　
手
を
伸
ば
し
て
も
、
声
を
張
り
上
げ
て
も
、
届
か
な
い
。

　
だ
け
ど
、
こ
の
気
持
ち
は
、
ず
っ
と
、
お
互
い
の
胸
の
中
に
、
在
る
、
存
在

し
つ
づ
け
る
。

　
だ
か
ら
、
泣
か
な
い
で
、
私
の
愛
し
い
人
―
―
―
―
―
―
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
ｉ
ｎ
．
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後
書
き

　
ル
シ
フ
ァ
ー
、
完
結
で
す
。
中
途
半
端
で
す
が
、
完
結
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
ご
愛
読
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
、
有
難
う
の
気
持
ち
を
込
め
て

―
―
―
―
。

　
こ
れ
で
無
事
に
完
結
し
た
作
品
は
、
２
作
目
と
な
り
ま
す
。

　
で
す
が
、
２
作
と
も
、
ど
ち
ら
も
悲
恋
な
た
め
、
ど
ち
ら
も
、
報
わ
れ
て
な

い
と
言
う
・
・
・
。

　
ま
、
気
に
し
ま
せ
ん
、
で
す
か
ら
、
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
次
に
、
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ま
た
新
作
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
ま
だ
設
定
が
上
手
く
い
っ
て
な
い
の
で
・
・
・
。
頑
張
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
短
い
で
す
が
、
終
わ
り
ま
す
。

　
２
０
１
１
年
　
４
月
　
２
１
日
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
華
　
永
　

　
拝
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ルシファー
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